
芦田地域づくり計画書
（2026年4月改訂版）



はじめに

０１ ～これからの芦田地域を、みんなでつくろう～

芦田自治振興会が生まれて20年。これからの指針として「地域づくり計画」を策定
しました。
地域の人たちの笑顔を増やすためにさまざまな活動を続けてきましたが、人口減少
や暮らし方など、地域を取り巻く状況は日々変わっています。
これからの芦田に合った計画にしようと、住民アンケートや会議での話し合いを重
ね、たくさんの「声」を集めて、この地域づくり計画（改訂版）を作りました。

アンケートなどから、住民の皆さんが、地域にどんな「住みやすさ」を求めて
いるかが見えてきました。
それは―――

・ご近所さんと気軽に集えて、「お互いさま」と支え合える安心感。

・子どもたちの笑い声が響き、地域で見守りながら育っていける安心感。

・もしもの災害が起きても、みんなで助け合えるという安心感。

・「こうしたらもっと良くなる」と気兼ねなくアイデアを出し合える安心感。

そんな、安心感が重なり合う地域のことです。

こうした温かい地域をつくるために必要なこと。
それは、私たち一人ひとりが持てる「優しさ」や、一歩を踏み出す「勇気」、
そして、暮らしを良くするための「アイデア」を出し合うことです。

だから、合言葉は『だしあうあしだ』です。

この計画は、誰かから与えられるものではありません。
私たち一人ひとりが「こんな芦田にしたい！」という未来の姿（理想像）
を描き、みんなのアイデアと力で、誰もが「住みやすい」と心から思える
芦田をつくるための「道しるべ」です。
さあ、一緒に芦田の未来を創っていきましょう。

・私たちの暮らしの変化に合わせて、みんなで話し合いながら、定期的に
計画を点検、修正します。

・この計画を初めて見る方も、新しく芦田地区に住み始めた方も、いつで
もまちづくりに参加できます。あなたのアイデアと力を貸してください。

（１）地域づくり計画とは ～これまでの歩みと、新しい一歩～

（２）計画の趣旨・目的 ～すべての活動の道しるべとして～

（３）合言葉は「だしあうあしだ」～みんなで目指す10年後の芦田～
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（４）この計画は「みんなで育てる」計画です

・・・・・・・



小柱１ 地域の拠点・文化を活かした交流と賑わいをつくる。

小柱２ 地域資源（農地、山林、空き家など）を活かし、次世代へつなぐ。

【大柱４】ふるさとづくり ～芦田の魅力を守り、伝える～

未来を作る
４つの柱

０２
合言葉の「だしあうあしだ」を実現するため、４つの大きな目標の柱を立て
ました。これらの柱をもとに、さまざまな活動を進めていきます。

小柱１ 子どもから高齢者まで世代を超えた交流によって人を育てる。

小柱２ 誰もが気軽に意見を言えて、地域づくりに参加することで人を育てる。

小柱３ もしものときにも支え合える人を育てる。

小柱１ 誰もが関わりやすい自治会運営を進める。

小柱２ 地域づくり計画の実現に向けた、自治振興会の組織をつくる。

小柱３ 活動成果を定期的に点検し、計画を柔軟に見直す。

小柱１ 孤独・孤立を防ぐ、いろいろな選択肢がある環境をつくる。

小柱２ 困りごとを「言える」･「気づける」環境をつくる。

小柱３ 「困った」と「手伝える」をつなぐ環境をつくる。

【大柱３】環境づくり ～安心して暮らせる「場」をつくる～

【大柱２】組織づくり ～みんなで動ける「仕組み」をつくる～

【大柱１】ひとづくり ～地域を支える「人」を育てる～
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行動計画

０３ ～「だしあうあしだ」に向けて、私たちが取り組むこと～

１年目に行うこと
・この地域づくり計画を実現させていくための
組織体制を検討する。

５年目に行うこと
・計画全体の中間見直しを行う。
・必要があれば住民アンケートなどを実施する。

10年目に行うこと
・計画全体を振り返る。
・次の10年の計画づくりを行う。

重点事業 すぐやる

①

運
営
組
織
の
検
討

②

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用

③

だ
し
あ
う
バ
ン
ク

④

若
者
会
議

⑤

お
祭
り
事
業

⑥

健
康
づ
く
り
事
業目標の柱

ひとづくり

世代を超えた交流 ●

地域づくりへの参加 ● ●

支え合える関係 ●

組織づくり

関わりやすい自治会 ● ●

計画の実現体制 ● ● ● ●

柔軟に対応する運営 ●

環境づくり

孤立を防ぐ選択肢 ● ●

言える･気づける環境 ●

助け合いの仕組み ●

ふるさとづくり

拠点・文化の活用 ● ● ●

地域資源の継承 ● ●

目標の柱をもとに、具体的に何をするかをまとめました。

【そのほか】
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核となるのは、新しい計画のキーワード「だしあうバンク」。
知恵や技術など、みんなが持っている様々な「○○」を出し合い、助け合う
新しい仕組みづくりに挑戦します。
たくさんのユニークな活動アイデアは【資料編】で紹介します。



芦田自治振興会

この計画は、芦田地域の住民みんなで進めていきます。
これまでの10年は、下の体制でいろいろな活動を行ってきました。
これからの10年で、この計画書の実現に向けて新しい体制をつくります。

構成組織 主な活動

推進体制

０４ ～ みんなで動かすための仕組み～
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＜現在の体制＞（2026年3月時点）

地
域
づ
く
り
部

・地域づくり委員会

・青垣地域子どもを育む協議会

・自治会子ども会

・芦田地区青少年健全育成協議会

・地域づくり計画の点検

・活動拠点事業の検討、推進

・地域における教育活動

情
報
宣
伝
部

・事務局 ・機関紙の発行

・インスタグラム運用

福
祉
保
健
部

・支え合い推進会議

・自治会福祉委員

・ボランティア

・民生委員

・地域福祉活動

・健康増進活動

事
業
部

・ふれあい祭実行委員会 ・お祭り事業

・防犯活動

・環境整備活動

体
育
部

・自治会公民館 ・各種スポーツ活動

理

事

会

監

事

総

会



資料編
・人口推移

・計画策定のあゆみ

・事業活動アイデア

・ドラえもん会議の風景

・全住民アンケート結果（概要版）



人口推移

０１ ～数字で見る、私たちの地域の今～
これからの未来を考えるために

現在の芦田地区の人口構成（2025年3月時点）

人口
１，４９１人

【2000年と現在の比較】
－550人（－26.9％）

高齢化率
（65歳以上）

４３.１％（643人）

年少人口
（19歳以下）

１３.７％（204人）

25年間の人口推移

2000年

2005年

2010年

2015年

2020年

2025年

０人 500人 1,000人 1,500人 2,000人 2,500人

1,491人

1,607人

1,734人

1,803人

1,995人

2,041人

私たちの地域の人口は、この25年間で2,041人から1,491人へと変化し、
約３割（26.9％）減少しました。
特に近年の減少幅は大きくなっており、10年前（1,734人）と比較し
ても200人以上が減少しています。また、65歳以上の方が占める割
合（高齢化率）は43.1％となり、丹波市全体の平均（35.2％）と比
較しても高い水準にあります。
19歳以下の若い世代が13.7％と少ないことは、全国的な課題でもあ
りますが、私たちの地域にとっても大きな変化です。

人口減少は避けられない現実です。
ですが、これは「地域の終わり」を意味するものではありません。
人数が減り、高齢化が進む中で、「今まで通りのやり方」を見直し、
これからの人口規模に合った、「新しいつながり方」を作っていく
必要があります。
そのために、この計画書を作りました。

芦田地区を100人の村としたら

若者・子ども

約14人
現役世代

約43人
高齢者

約43人



～地域のみんなで考え、練り上げた２年間～

この計画づくりで一番大切にしたのは、みんなの声を聞くことです。

計画づくりで大切にしたのは、委員だけの話し合いで終わらせないこと
です。全住民アンケートに加え、子どもから大人までが参加した「ドラ
えもん会議」を開催。「こんなことできたらいいな」という夢を語り合
いました。35回の委員会と、地域の皆さんの声。その両方を重ね合わせ
てできたのが、この計画書です。

計画策定の
あゆみ

０２

5月8日

5月13日

5月20日

6月12日

6月27日

7月 3日

7月27日

8月7日

8月26日

9月11日

10月 9日

11月 6日

11月11日

12月 5日

12月13日

1月 8日

1月15日

1月30日

2月5日

2月12日

2月25日

3月5日

3月20日

4月26日

5月17日

6月21日

7月12日

8月24日

9月17日

10月4日

11月1日

12月6日

12月12日

1月16日

2月13日

3月13日

2024

2036

現状を知る（全13回） 2025 未来を描く（前半）
計画を練り上げる（後半）

計画策定メンバー名簿

この計画書は以下のメンバーを中心に策定

しました。しかし、この計画書の本当の

作り手は、アンケートや会議に参加して

くださった地域の皆さん一人ひとりです。

皆さんの想いを、私たちが責任を持って

一つの計画としてまとめました。

【２０２４年度】

梅谷薫(部長) 小川庄策(委員長) 足立なおみ(副委員長) 谷田伊織(副委員長)

蘆田慶子 蘆田祥子 芦田美代子 足立秀一 足立富士子 岸田やよい 下村海 妹尾栄二 長井信広 仲野敏雄

【２０２５年度】

小川庄策(部長) 長井信広(委員長) 足立なおみ（副委員長） 妹尾栄二(副委員長)

芦田典之 足立恵子 足立順子 足立秀一 足立美帆 小谷菜絵 下村海 古川徳晴

【だしあう協力メンバー】

一宮祐輔（丹波市市民活動支援センター） 立石実希（地域おこし協力隊） 足立拓也・山口恭平（丹波市）

蘆田繁則さん（だしあうあしだ第１号：素敵なイラストを「だしあって」計画書を彩っていただきました。）

委員引継ぎ

コアメンバー会議

計画改定フロー共有

委員会の趣旨説明・意見交換

コアメンバー会議

計画書の構成検討・役割確認

コアメンバー会議

目標となる小柱の検討

コアメンバー会議

大柱の決定・小柱の整理

ドラえもん会議の内容協議

ドラえもん会議の内容協議

ドラえもん会議の内容協議

ドラえもん会議の内容協議

★ドラえもん会議開催★

コアメンバー会議

キャッチコピー検討・目標整理

コアメンバー会議

キャッチコピー検討・事業アイデアの検討

コアメンバー会議

コアメンバー会議

計画書の全体像確認

理事会 計画書の承認

計画見直しに向けた取組み検討

アンケート調査内容検討

班別協議

アンケート方法検討

アンケート周知の検討

アンケート回収

アンケート集計・グループ別協議

各班の取組み状況報告

アンケート調査報告会

調査結果報告会ふり返り

各班の取組み状況報告

アンケート結果概要版の作成

地域づくり計画策定に向けた体制づくり  



事業活動
アイデア

０３
～「あんなこといいな」が詰まったアイデア図鑑～
芦田地区には、アイデアマンがたくさんいます。
会議やアンケートで出たさまざまなアイデアを紹介します。

本編の行動計画で取り組んでいく事業アイデアの「種」を紹介します。

運営組織の検討
～誰もが関わりやすい組織づくり～ ２SNSの活用

～地域の「今」と「魅力」を発信～

３だしあうバンク
～得意を「出し合って」困りごと解決～ ４若者会議

～次世代が主役！～

５お祭り事業
～笑顔が集まる地域の絆づくり～ ６健康づくり事業

～いつまでも元気！体と心の健康づくり～

•運営組織の見直し
•地域づくり委員会
•支え合い推進会議
•企業連携
•女性活躍懇話会
•農地の維持管理
•防災研修

•SNSの活用
•インスタ毎日投稿
•あしだ公式ライン
•あしだマッピング
•若い人のスマホ教室

•だしあうバンク
•譲ります・譲れます
•だしあうマーケット
•だしあうお助け隊
•だしあうカフェ
•お困りごと相談ポスト
•だしあう食堂
•子ども食堂
•細見綾子の生誕地
•家屋の維持管理（空き家対策などの助け合い）
•女性の草刈り講習会（スキル習得と労働力の提供）
•あざみ菜漬けグループ（特技の伝承・商品化）

•若者会議
•子どもの遊び場
•あしだ地区子ども会事業

•お祭り事業
•ふれあい祭
•とんど祭
•あしださくらマルシェ

•健康づくり事業
•芦田ふれあいサロン
•男性の料理教室
•AED講習・マップ
•健康ウォーキング
•いきいき百歳体操
•毎月の健康イベント
•健康づくりジム
•スポーツ大会

1



～芦田の未来を描く「ドラえもん会議」～

芦田のこれからの未来を描くために、みんなで自由に楽しくワイワイ
夢を語り合う「ドラえもん会議」を開催しました！

どんな突拍子もないアイデアも「宝物」として、誰かの「あんなこと
いいな」と別の誰かの「できたらいいな」をどんどん合体させていき
ました。

付箋いっぱいに書き出された夢と、笑顔があふれるテーブル。

一人では想像もできなかったような、ワクワクする芦田の未来の種が
たくさん生まれました。

ドラえもん
会議風景

０４
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